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2022 
J u l y 

武蔵村山市職員採用ＰＲ通信 

 

Musa ura 

入庁３か月の新入職員に採用試験や仕事のあれこれを 

語ってもらいました！！！ 
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鳥澤： 静岡県の焼津市役所に勤めていましたが、今後、子育てしていくことを考えたとき、近くに手助

けしてもらえる人がいないのは大変だという話になりました。そこで自分の実家と妻の実家の中間

地点にある武蔵村山市であれば両親からの支援も受けやすく、反対に両親の支援もしやすいと思い

武蔵村山市を志望しました。 

毛利： 幼いころから武蔵村山市で過ごしていく中で、たくさんの人と触れ合う機会や、市の魅力的な場

所に足を運ぶ機会がありました。そんな武蔵村山市に市の職員として携わりたいと思い、志望しま

した。 

坂本： 出身は町田市ですが、結婚を機に武蔵村山市に来る機会が増え、自然豊かなところに魅力を感じ

ました。前職は、保育士として働いていましたが、行政の立場から子どもに携わりたいと思い、志

望しました。 

小椋： 出身が武蔵村山市でした。小、中、高と過ごした武蔵村山市で活躍したいと思って志望しました。

家から近いことも動機の１つです。（笑）  

令和４年４月に入庁したばかりの新人職員４人に、採用試験の思い出や仕事

内容等々を本音で語ってもらいました！ 

市民部市民課 

毛利陽菜乃さん 

市民部収納課 

小椋海都さん 

企画財政部

秘書広報課 

鳥澤佑介さん 

子ども家庭部 

子ども青少年課 

坂本智子さん 

武蔵村山市を選んだ理由 
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鳥澤： 鉄道がないこと！メリットとデメリットがあると

思いますが、鉄道の音がないので静かだったり、駅

がないことで若者が集まらなくて治安が良かった

りするのかなって思います。でも、デメリットの方

が多いとも思いますが。（笑） 

小椋： 私は、やっぱり自然豊かなところが魅力だと思い

ます。中学、高校で田んぼの田植えをするなど自然

と触れ合う機会が多かったのは他にない魅力かな

と思います。 

坂本： 私は、児童館で働いているんですけども、環境整

備として草むしりをしていると、近所の方が「暑い

のに大丈夫？」、「今度、お花あげるね。」、「今日も頑

張ってね！」といった声をかけてくれるなど地域の

方から暖かさを感じます。 

毛利： 伝統を大切にしている所だと思います。小さいころから村山デエダラまつりなどのお祭りに参

加したり、小学校の時に村山大島紬の機織り体験をしたりしていました。 

 

 

 

鳥澤： 秘書広報課の広報広聴係にいまして、主に市民の声を市政に反映するため、市民の声に耳を傾け

る仕事をしています。他には、人権擁護や平和事業に関すること、市民の方々の相談を聴いたり、

弁護士や司法書士の先生を呼んで毎週水曜日に予約制の法律相談を行ったりしています。 

毛利： 私は、市民課の窓口係で住民票の発行や印鑑証明書の発行をしています。市民の方と接する機会

が多い部署だと思います。他にも、自動車の仮ナンバーの発行など様々な業務があります。 

坂本： 私は、児童館で働いています。0 歳から 18 歳まで幅広い年代の利用者がいらっしゃるので安全

管理として施設の中やその周りの点検、遊んでいる子たちの見守りをしています。他には、悩みを

抱えている保護者の方に声をかけて、相談に乗ったりもしています。また、学童クラブも併設にな

っているので、学童の子の見守りや水曜日になると児童館行事があるので、その企画と実施をして

います。 

一同： なんだか楽しそうだなぁ…。 

小椋： 私は収納課で勤務していて、主に税金を納めていない方への対応をしています。２か月経験して

一番印象に残っているのは、滞納者の方の家に直接行って納税交渉をしたり、捜索として家の中に

入ったりしたことです。社会人一年目としては、難しさを感じています。 

鳥澤：大変そうだなぁ…。 

小椋：見る法律も言葉も分からないものばかりです…。（泣） 

 

武蔵村山市の魅力 

現在の業務内容 
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小椋： 私は担当に就いたばかりなので、まだありませんが、滞納者を完納に導けると、やりがいを感じ

ることができると思います。あとは、上手く市民対応できると、やりがいを感じられます。 

             鳥澤： 私は市民相談の受付だったり、案内をしているんですけど、相談に 

来られた方々がスッキリした顔で相談を終えられたり、「ありがとう。 

また利用させてもらいます。」と感謝を伝えられたりすると、やりが 

いを感じます。 

           毛利： 私も似たようなことになりますが、感謝を直接言われた時ですね。 

             坂本： 日々、子どもたちとの関わりを大事にしているんですが、子どもた 

ちとの距離が縮まったり、感謝されると嬉しくなります。 

             一同： 暖かいですねぇ…。 

             小椋： 私は怒られてばかりです。（笑） 

 

 

坂本： 電話、ＦＡＸでのやり取りが多いところです。本庁から離れているので直接相談できないなど、

心細い面があります。他には、保護者からのクレームが多いので辛いところもあります。 

鳥澤： 市役所から市役所への転職ならではだと思いますが、仕事のやり方が違うところです。経験を活

かせる場面も多くありますが、その経験が邪魔をしてしまうこともあり、今も苦戦しています。 

毛利： 個人的なことなんですが、人の顔と名前を覚えるが苦手な節がありまして…。 

鳥澤： 分かります！ 

毛利： 同じ課の方でも似ている名前の方だったりすると、未だに覚えられなくて苦労しています。 

小椋： 市民対応に苦戦しています。自分自身が税金に関しての知識が薄かったので、税金の仕組みや法

令を学ぶのに苦労しています。 

鳥澤： 一番ヘビーなところだね。 

 

 

毛利： 仲が良くて賑やかです。お昼休みは課の方で集まって、わい

わいしながら食べています。私が新人だからか、すごい暖かくて、

尋ね事をしても優しく丁寧に教えてくれて助かっています。 

坂本： 私も同じで、仲が良く賑やかです。会計年度任用職員（※）

さんに経験豊富な方が多くて、仕事を教えてくださったり、時折、

お菓子を持ってきてくださったりします。 

鳥澤： 私は、業務中は、会話が少なくて寂しいなと思ったりします。（笑） 

小椋： みなさん優しいんですが、仕事中は静かな時はあります。相談事がある時は、みんなで集まって

相談していて雰囲気は良いです。それでも業務上どうしても気分が落ちることもありますが、その

時は声を掛け合ったりしています。 

※ パートタイムの非常勤職員  

やりがいや達成感 

苦労したこと 

職場の雰囲気 
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鳥澤： 数的推理は、めちゃくちゃやりました。あとは面接対策

です。市の長期総合計画や市長の挨拶、市報を見たりして

いました。 

毛利： 私は公務員対策の講座に参加したり、学校の先生と面接

練習をして、なにを聞かれても答えられるようにしてい

ました。 

鳥澤： 毛利さんとは集団面接が一緒でしたね！ 

毛利： 隣でしたね！ 

鳥澤： 隣にすごいしっかりした高校生がいるなー、この子は受 

   かるなーって思っていました。（笑） 

毛利： 私もすごい経験者の方がいるって思っていました。（笑） 

坂本： 私は、テキストを買ってひたすら勉強していました。YouTube を見て参考にしたりもしました。 

小椋： 私は、学校で公務員対策の科に所属していたので、学校任せだったかもしれません。（笑） 

面接では、とにかく笑顔で答えようとしていました。 

 

受験者へ一言 

坂本： この仕事をしていないと関われない人と関われたり、考えが広がったりできるので、受験を考え

ている方は是非頑張ってみてください。 

毛利： 高校生でも対策を頑張れば、市役所に入れるということを伝えたいです！！ 

鳥澤： 筆記試験対策は、もちろん頑張った方がいいですね。面接では、市の情報をよく見て、市が柱と

していることは必ず押さえた方がいいと思います。 

小椋： 集団面接、個人面接とあるので、市の取組を学んでおくと役立つと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

試験対策でしたこと 
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 ７月２３日（土）の採用説明会では、 

若手職員に直接質問できるブース型交流会を実施します！ 

ぜひとも説明会に御申込ください（＾＾）ノ 


